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表紙について

今回は、教育地域科学部学校教育課程音楽教育
サブコースの4年生6名が登場。ピアノを囲むと、
即興で「Oh Happy Day」や「Choo Choo Train」
を美しいハーモニーで歌い出し、和気あいあいとし
た撮影となりました。
3月6日にハーモニーホールふくいで開催する卒
業演奏会に向けて、現在はピアノの練習やポス
ター作成などに奔走中。4年間の集大成をぜひ会
場でお聴きください。

（表紙左から）

教）学校教育課程4年

盆出紗季さん、 坂下彩音さん、 川口皇恵さん、

北方恭史さん、 上坂真優さん、 山内貴大さん

3 222

今年の目標
今号のテーマ今号のテーマ
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お題に対し、福大生に答えてもらうコーナー！
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（左から） 
工）電気・電

子工学科2
年 古谷峻

熈

 工）建築建
設工学科1

年 金森恒
樹

 教）地域科
学課程1年

 金山桃子

（左下） 工
）建築建設

工学科1年
 酒井権治

（上） 教）地域科
学課程2年

 平井展洋

（右下） 工
）物理工学

科2年 
河野海志

（左） 工）生物応用化学科1年 小向咲妃
（右） 工）建築建設工学科1年 村林祐奈

教）学校教育課程1年 左から時計まわりに
三ッ田有佑　坂井諒　高岡勇汰　大崎響子

医）医学科2年　左から
萩原崚太　杉生貴史　中山浩介　橋本和也

医）看護学科1年 右上から時計回りに
高溝佳映　清川未彩　佐賀文香　金崎美和　元吉彩実

教）学校教育課程1年　吉嵜友梨

医）医学科
4年　関根

史織

（左） 教）学校教育課程1年 野路夏生（右） 教）学校教育課程1年 奥之山琳子

医）医学科4年 野村晴香

バドミントン
がんばる

もっと
仲良く　

女子募集♪

リーグ
勝ち進む！

世界一のバスケットボールプレイヤーになる

３ポイントシューターになる

電光石火の
スピード感

絶対音感

体力をつける

バスケの
スピードＵＰ！

バドミントンの
試合で

絶対優勝！

バドミン
トンで

勝率100
％

進級すること

リバウンド王に
俺はなる！
（ルフィ風）

C B T※

合格！

C B T
※

合格！



私の卒業論文私の卒業論文
協同居住型の
住まい方を考える

住宅や住環境デザインに興味を持っていた
大学時代、阪神・淡路大震災を経験。その復
興住宅として取り入れられた、日本初のコレ
クティブハウジング（協同居住型集合住宅）
計画のワークショップに参加したこと等を
きっかけに、日本での協同居住の可能性に
ついて研究、設計を行いました。

学部2年生の時に訪問した研究室の中で、
最も興味を持った大腸がんの発生や再発、
転移に関連している「CDX₂」というタンパク
質について研究しました。以降、現在まで一
貫してこのテーマに取り組んでいます。少し
ずつ解き明かしていく過程に研究の醍醐味
があります。みなさんもそんな研究テーマに
出会えるといいですね。

有機分子の中には、右手と左手のように鏡
に映すと重なる形をした対の分子がありま
す。卒業研究は、それらの分子を作り分ける
方法の開発でした。分子模型を眺めながら、
原料となる有機分子を何度も設計し直して
実験。徹夜で頑張ったのにそのフラスコを
割ってしまい、頭を抱えたことも…。今ではい
い思い出です。

原田 陽子先生
工）建築建設工学専攻

先生にも聞いてみました！
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私の卒業論文

化学反応を
設計する
教）理数教育講座

淺原 雅浩先生 青木 耕史先生
医）薬理学領域

大腸がんの
全容解明に向けて

てみました！

大腸がんの大腸がんの大腸がんの
全容解明に向けて全容解明に向けて全容解明に向けて

勉強をはじめ部活やアルバイトなど、躊躇せずに様々な経験を積んでほしいですね。
幅広い経験の中から興味や関心が見つかり、将来につながると思いますよ！

レジリエンスとは、困難な状況に適応する精神的な
回復力のことです。辛い経験で苦しみ続けるのでは
なく、それを糧に成長する人に着目し、それが先天的
な資質によるものか、後天的な考え方などによるも
のかを研究しています。約2００名の大学生に、辛い
経験の有無や経過年数、認識などをアンケート調査
して分析。辛い経験をした子どもたちをフォローす
るアプローチ法の考案に繋げたいと考えています。

後輩への
アドバイス

もともとがん看護に関心がありました。興味のある分野を見つけられればよ
り前向きに研究に取り組めます!

がんは治療が長期にわたり、患者さんの
みならずその家族の負担も大きい病気で
す。研究では、がん発見から、治療をのりこ
え症状が落ち着くまでの患者さんの「役
割」の変化を聴き取り、それを分析し、看護
者はどう支援していくかを考えています。
今後の看護に活かしたいです。

後輩への
アドバイス

前十字靭帯はスポーツ選手が損傷しやすい部位で、早期発見が重要。学部から取り組ん
でいる研究のため、修了までには集大成としてシステムの構築を目指します！

膝関節にある前十字靭帯の損傷は、すねの骨を
前方に引き出した時に、医師の指にかかる力を
みる検査法で診断します。この検査は、医師の
感覚に頼りがちで、経験値に関わらず正確に判
断するためのシステムを構築することが目標で
す。まず、指に装着する圧力センサを開発。現在
は、正常な膝と損傷を受けた膝で検査を行い、
指にかかる力のデータを収集・解析しています。

今後の
目標

辛い経験をした子どもたちを支えるために

がん患者さんの療養をよりよく

医師の診断をサポートするシステムの開発を目指して
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り前向きに研究に取り組めます!り前向きに研究に取り組めます!り前向きに研究に取り組めます!り前向きに研究に取り組めます!

膝関節にある前十字靭帯の損傷は、すねの骨を膝関節にある前十字靭帯の損傷は、すねの骨を
前方に引き出した時に、医師の指にかかる力を前方に引き出した時に、医師の指にかかる力を
みる検査法で診断します。この検査は、医師のみる検査法で診断します。この検査は、医師のみる検査法で診断します。この検査は、医師の
感覚に頼りがちで、経験値に関わらず正確に判感覚に頼りがちで、経験値に関わらず正確に判感覚に頼りがちで、経験値に関わらず正確に判
断するためのシステムを構築することが目標で断するためのシステムを構築することが目標で断するためのシステムを構築することが目標で
す。まず、指に装着する圧力センサを開発。現在す。まず、指に装着する圧力センサを開発。現在
は、正常な膝と損傷を受けた膝で検査を行い、は、正常な膝と損傷を受けた膝で検査を行い、は、正常な膝と損傷を受けた膝で検査を行い、
指にかかる力のデータを収集・解析しています。指にかかる力のデータを収集・解析しています。指にかかる力のデータを収集・解析しています。

福井駅前の活性化に繋がるような提案が目標。卒業後は故郷の市役所で働
く予定なので、研究を生かして活気あるまちを作っていきます！

福井駅前の活性化を目指す学生団体「福井大
学EMP実行委員会」で活動し、出身地の愛知県
とは違い、若者の利用が少ない駅前の現状に問
題意識を持ちました。ドイツの都市再生の事例
を授業で学び、応用できるのではないかと研究
テーマを設定。「利用者の年齢構成に偏りがあ
る」「公共交通の利用者が少ない」など、問題点
を洗い出し、ドイツの事例と比較しています。

今後の
目標

活気あるまちを作り出す

福井駅前の活性化を目指す学生団体「福井大福井駅前の活性化を目指す学生団体「福井大福井駅前の活性化を目指す学生団体「福井大福井駅前の活性化を目指す学生団体「福井大
学EMP実行委員会」で活動し、出身地の愛知県学EMP実行委員会」で活動し、出身地の愛知県学EMP実行委員会」で活動し、出身地の愛知県
とは違い、若者の利用が少ない駅前の現状に問とは違い、若者の利用が少ない駅前の現状に問とは違い、若者の利用が少ない駅前の現状に問
題意識を持ちました。ドイツの都市再生の事例題意識を持ちました。ドイツの都市再生の事例
を授業で学び、応用できるのではないかと研究を授業で学び、応用できるのではないかと研究
テーマを設定。「利用者の年齢構成に偏りがあテーマを設定。「利用者の年齢構成に偏りがあテーマを設定。「利用者の年齢構成に偏りがあ
る」「公共交通の利用者が少ない」など、問題点る」「公共交通の利用者が少ない」など、問題点る」「公共交通の利用者が少ない」など、問題点
を洗い出し、ドイツの事例と比較しています。

食品物理学は、福井大学ではまだ新しい分野。生活に密接に関わる「食」に興
味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！

「美味しいパンってどういうもの？」これを物理
学的に説明することが目標です。今年の夏、研
究室の隣に完成したキッチンで、レシピ通りの
美味しいパンと、材料や成分の分量を変えた
まずいパンを何種類も焼き、電気伝導率や密
度を計測しています。その後、塩や小麦粉、水、
油の混ざり方（界面の構造）を顕微鏡で観察。
美味しいパンの不思議を探究中です。

後輩への
アドバイス

「美味しい」を物理学の視点から解き明かす

「美味しいパンってどういうもの？」これを物理「美味しいパンってどういうもの？」これを物理
学的に説明することが目標です。今年の夏、研
究室の隣に完成したキッチンで、レシピ通りの
美味しいパンと、材料や成分の分量を変えた美味しいパンと、材料や成分の分量を変えた
まずいパンを何種類も焼き、電気伝導率や密まずいパンを何種類も焼き、電気伝導率や密
度を計測しています。その後、塩や小麦粉、水、
油の混ざり方（界面の構造）を顕微鏡で観察。

患者さんから常に学ぶべきものを教えてもらっています。勉強はい
つからでも始めることができると思うので、思い立ったら行動を！

東日本大震災で看護師として被災地支
援へ行ったとき、在宅医療の患者さんの
実態が全くつかめなかったことから大学
院に進学しました。平常時にどのような
連携や情報を蓄積しておくことが災害時
の迅速な対応につながるかを研究して
います。仕事をしながらですが、患者さん
の笑顔を支えにがんばっています。

後輩への
アドバイス

尊敬する師からの言葉

在宅医療の患者さんを災害から守る

味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！味がある人や新しいことにチャレンジしたい人は、ぜひ研究室に来てください！

東日本大震災で看護師として被災地支東日本大震災で看護師として被災地支東日本大震災で看護師として被災地支東日本大震災で看護師として被災地支
援へ行ったとき、在宅医療の患者さんの援へ行ったとき、在宅医療の患者さんの援へ行ったとき、在宅医療の患者さんの援へ行ったとき、在宅医療の患者さんの援へ行ったとき、在宅医療の患者さんの援へ行ったとき、在宅医療の患者さんの
実態が全くつかめなかったことから大学実態が全くつかめなかったことから大学実態が全くつかめなかったことから大学実態が全くつかめなかったことから大学実態が全くつかめなかったことから大学実態が全くつかめなかったことから大学
院に進学しました。平常時にどのような院に進学しました。平常時にどのような院に進学しました。平常時にどのような院に進学しました。平常時にどのような
連携や情報を蓄積しておくことが災害時連携や情報を蓄積しておくことが災害時連携や情報を蓄積しておくことが災害時連携や情報を蓄積しておくことが災害時連携や情報を蓄積しておくことが災害時連携や情報を蓄積しておくことが災害時連携や情報を蓄積しておくことが災害時
の迅速な対応につながるかを研究しての迅速な対応につながるかを研究しての迅速な対応につながるかを研究しての迅速な対応につながるかを研究しての迅速な対応につながるかを研究しての迅速な対応につながるかを研究して
います。仕事をしながらですが、患者さんいます。仕事をしながらですが、患者さんいます。仕事をしながらですが、患者さんいます。仕事をしながらですが、患者さんいます。仕事をしながらですが、患者さんいます。仕事をしながらですが、患者さん
の笑顔を支えにがんばっています。の笑顔を支えにがんばっています。の笑顔を支えにがんばっています。

福井とドイツの
まちづくりを
比較する

神谷 直幹さん
教）地域科学課程4年

研究テーマ

パンの味覚と
電気化学の関係

田子 勇貴さん
工）物理工学科4年

研究テーマ

災害急性期から
復興期における
在宅要介護高齢者
生活支援の継続と
支援者連携の必要性

長谷川 美智子さん
医）修士課程看護学専攻
（災害看護専門看護師課程）2年

研究テーマ

研究テーマ

研究テーマ

研究テーマ

ネガティブな経験の
意味づけ方と
レジリエンスの
関連性

渡邊 真梨子さん
教）学校教育課程４年

男性がん患者の
告知から
寛解に至るまでの
役割の変化

水上 慎也さん
医）看護学科4年

膝疾患の
診断検査における
定量的測定装置の
開発

川口 昌悟さん

工）博士後期課程
総合創成工学専攻2年

研究テーマ研究テーマ

研究テーマ研究テーマ

男性がん患者の
告知から
寛解に至るまでの
役割の変化

水上 慎也
医）看護学科4年

研究テーマ研究テーマ

卒業論文卒業論文卒業論文卒業論文卒業論文卒業論文
協同居住型の協同居住型の協同居住型の
住まい方を考える住まい方を考える住まい方を考える

原田 陽子原田 陽子
工）建築建設工学専攻
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い
て

の
世
の
中
は
、
国
内
だ
け
を
見
て
い
て

は
ダ
メ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
が
必

は
ダ
メ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
が
必

は
ダ
メ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
が
必

は
ダ
メ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
が
必

は
ダ
メ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
が
必

要
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
コ
ミ
ュ

要
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
コ
ミ
ュ

要
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
コ
ミ
ュ

要
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、
自
分
の

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、
自
分
の

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、
自
分
の

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、
自
分
の

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、
自
分
の

考
え
を
伝
え
た
り
、
相
手
の
言
い
た
い

考
え
を
伝
え
た
り
、
相
手
の
言
い
た
い

考
え
を
伝
え
た
り
、
相
手
の
言
い
た
い

考
え
を
伝
え
た
り
、
相
手
の
言
い
た
い

こ
と
を
理
解
し
た
り
す
る
力
を
養
い
、

こ
と
を
理
解
し
た
り
す
る
力
を
養
い
、

こ
と
を
理
解
し
た
り
す
る
力
を
養
い
、

こ
と
を
理
解
し
た
り
す
る
力
を
養
い
、

こ
と
を
理
解
し
た
り
す
る
力
を
養
い
、

世
界
に
飛
び
立
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

世
界
に
飛
び
立
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

世
界
に
飛
び
立
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

世
界
に
飛
び
立
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
ね
。
こ
の
研
究
所
は
そ
う
い
う

い
ま
す
ね
。
こ
の
研
究
所
は
そ
う
い
う

い
ま
す
ね
。
こ
の
研
究
所
は
そ
う
い
う

い
ま
す
ね
。
こ
の
研
究
所
は
そ
う
い
う

い
ま
す
ね
。
こ
の
研
究
所
は
そ
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
と
が
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
と
が
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
と
が
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

安
田
　
学
生
た
ち
は
、
２
年
間
で
驚

　
学
生
た
ち
は
、
２
年
間
で
驚

　
学
生
た
ち
は
、
２
年
間
で
驚

　
学
生
た
ち
は
、
２
年
間
で
驚

く
ほ
ど
成
長
し
て
い
ま
す
。
大
学
で

く
ほ
ど
成
長
し
て
い
ま
す
。
大
学
で

く
ほ
ど
成
長
し
て
い
ま
す
。
大
学
で

く
ほ
ど
成
長
し
て
い
ま
す
。
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
社
会
で
活
か
し
、
ま

学
ん
だ
こ
と
を
社
会
で
活
か
し
、
ま

学
ん
だ
こ
と
を
社
会
で
活
か
し
、
ま

学
ん
だ
こ
と
を
社
会
で
活
か
し
、
ま

た
い
つ
か
教
員
と
し
て
次
世
代
へ
思
い

た
い
つ
か
教
員
と
し
て
次
世
代
へ
思
い

た
い
つ
か
教
員
と
し
て
次
世
代
へ
思
い

た
い
つ
か
教
員
と
し
て
次
世
代
へ
思
い

や
知
識
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期

や
知
識
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期

や
知
識
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期

や
知
識
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期

や
知
識
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

で
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

戸
田

私
は
福
井
高
専
で
学
ん
で
い
る

と
き
に
、
原
子
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

き
さ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
受
験

勉
強
を
し
て
い
る
最
中
に
福
島
の
事
故

が
起
き
て
、
放
射
線
の
怖
さ
に
改
め
て

気
づ
き
、
原
子
力
に
つ
い
て
幅
広
く
学

べ
る
本
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
今
は
、

放
射
線
が
生
体
に
与
え
る
影
響
を
中

心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

松
橋

机
上
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
勉

強
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
敦
賀
に

は
原
子
炉
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
実
際

に
現
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
が
原
子
力
分

野
に
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
そ

う
い
っ
た
面
で
も
勉
強
に
な
り
ま
す

ね
。「
放
射
線
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て

い
る
か
ら
避
難
情
報
を
教
え
て
」
な

ど
、
地
域
の
方
た
ち
が
求
め
て
い
る
情

報
と
、
自
分
た
ち
が
考
え
て
い
た
こ
と

に
も
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ん
だ
な
と
。

戸
田
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
地
域
の
方
々
に
素

朴
な
疑
問
を
た
く
さ
ん
投
げ
か
け
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
自
分
た

ち
が
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

「
安
全
と
共
生
」
を
基
本
に
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
特
色
あ
る
原
子
力
人
材
育

成
及
び
研
究
開
発
を
行
う
「
附
属
国
際
原
子
力
工
学
研
究
所
」。
原
子
力
の
将

来
を
見
据
え
て
新
設
し
た
「
原
子
力
防
災
・
危
機
管
理
部
門
」
と
、「
原
子
炉

構
造
シ
ス
テ
ム
・
廃
止
措
置
部
門
」
の
先
生
、
学
生
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

原
子
力
を

総
合
的
に
捉
え
る

地
域
か
ら
海
外
ま
で

幅
広
い
人
々
と
触
れ
合
う

原
子
力
防
災
、

危
機
管
理
の
拠
点
で
学
ぶ

〜
附
属
国
際
原
子
力
工
学
研
究
所
〜

2年間でみ
んな

びっくりする
ぐらい

成長します
ね

原子力のリーダー、

日本のリーダーに

なって欲しいですね

廃炉の問題は
まだまだ続く、
学びを次の世代へ
つなげていきたい

原子力防災・原子力防災・
危機管理部門 部門長危機管理部門 部門長
安田 仲宏

附属国際原子力工学研究所の外観

様々な研究室の学生が集う院生室

地域の人に研究内容をポスター発表

原子力防災と研究成果について市民に紹介する部屋：常設展示室 実験に取り組む様子

成長します
ね

危機管理部門 部門長危機管理部門 部門長
安田 仲宏先生

つなげていきたいなって欲しいですね

大学院工学研究科大学院工学研究科大学院工学研究科大学院工学研究科
博士前期課程 
原子力・エネルギー原子力・エネルギー原子力・エネルギー
安全工学専攻安全工学専攻2年2年
戸田 圭哉さんさんさんさん

大学院工学研究科大学院工学研究科大学院工学研究科大学院工学研究科
博士前期課程 博士前期課程 博士前期課程 博士前期課程 
原子力・エネルギー原子力・エネルギー原子力・エネルギー原子力・エネルギー
安全工学専攻安全工学専攻安全工学専攻2年2年
松橋 和也さんさんさんさん

座
談
会

原子炉構造システム・原子炉構造システム・原子炉構造システム・原子炉構造システム・
廃止措置部門廃止措置部門廃止措置部門
柳原 敏先生先生先生

日本の
原子力技術を高めて
世界に発信して
いきたい

大学院工学研究科大学院工学研究科
博士前期課程 博士前期課程 
原子力・エネルギー原子力・エネルギー
安全工学専攻安全工学専攻
戸田 圭哉戸田 圭哉

原子炉構造システム・原子炉構造システム・

いきたい
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ふ
く
だ
い
プ
レ
ス
の
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
が
「
卒
業
論

文
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、「
研
究
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
で
の
学
び
は
、
高
校
ま
で
の
学
び
以
上
に
、
単
に

解
（
知
識
）
を
憶
え
る
の
で
は
な
く
、
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
て
解
に
い
た
る
過
程
を
理
解
し
、
新
た
な
解
を
導
き

出
す
力
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

本
学
で
の
学
び
を
通
し
て
、
科
学
的
な
思
考
力
、
研
究
力

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
一
方
、
人
の
判
断
基
準
は
そ
の
人
自
身
の
経
験
に
大
き

く
影
響
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
り
が
経
験
で
き
る
事

象
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
た
め
、
経
験
に
基
づ
く
判
断
は
、

そ
の
経
験
が
普
遍
的
な
真
理
に
つ
な
が
る
も
の
で
な
い
限

り
、
そ
の
妥
当
性
は
保
証
さ
れ
ず
、
ま
た
、
異
な
る
別
の

事
例
を
判
断
す
る
際
に
そ
の
基
準
を
単
純
に
当
て
は
め
て

よ
い
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。
自
分
の
判
断
基
準
は
単
に

限
ら
れ
た
経
験
だ
け
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
の
か
、
経

験
し
た
事
例
と
は
異
な
る
別
の
事
例
に
も
適
用
で
き
る
の

か
、
こ
れ
ら
を
見
極
め
る
力
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
た
と
え

経
験
が
豊
富
だ
と
し
て
も
、
そ
の
人
の
判
断
力
は
優
れ
て

い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
。
卒
業
論
文
等
を
通
し
て
、
科
学
的
に
思
考

す
る
力
を
つ
け
、
判
断
力
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
、

第
一
線
の
研
究
現
場
を
見
る
こ
と
で
、
正
し
い
と
さ
れ
る

知
識
の
多
く
が
実
は
脆
弱
な
根
拠
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
は
皆
さ
ん
が
「
真
理
と
は
何
か
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
学
び

を
通
し
て
、
皆
さ
ん
は
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
少
子
高
齢
化
社
会
、
人
口
減
少
社
会
で
活
躍

で
き
る
課
題
探
求
力
・
解
決
力
や
判
断
力
を
身
に
つ
け
る

で
し
ょ
う
。

眞弓 光文学長

8

研究に取り組む学生の様子

科学的な
思考力と研究

卒業論文等を通して、
科学的に思考する力をつけ、
判断力を養ってください

9

も
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　学生
の
皆
さ
ん
に
は
、歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、

も
の
ご
と
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、別

の
角
度
か
ら
見
る
力
を
持
っ
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。新
し
い
史
料
の
発
見
に
よ
っ

て
、こ
れ
ま
で
の
定
説
が
覆
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。批
判
的
視
点
な
ど
、違
っ
た
角
度
か
ら

も
の
ご
と
を
見
る
こ
と
で
発
想
を
広
げ
る
と

と
も
に
、新
し
い
知
識
や
情
報
を
吸
収
す
る

柔
軟
性
を
持
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　現在
は
、研
究
の
舞
台
を
現
代
に
移
し
、

東
・
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
生
の
民
族
意

識
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
作
ら
れ
方
に
つ
い

て
、ア
ン
ケ
ー
ト
や
聴
き
取
り
な
ど
の
調
査

に
よ
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

も
、東
・
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
鍵
に
、日
本
や

世
界
の
人
や
国
を
見
つ
め
ま
せ
ん
か
？

国
会
演
説（
1
8
4
7-

4
8
年
）の
記
事
で
す
。

封
建
制
の
枠
組
み
を
生
か
し
て
、ス
ロ
バ
キ
ア

人
の
国
を
作
ろ
う
と
提
言
し
て
い
た
の
で
す
。

　封建
制
下
で
は
、国
王
や
貴
族
、農
民
な

ど
、人
々
は
身
分
で
区
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、「
社
団
」と
呼
ば
れ
る
貴
族
な
ど
上

位
の
身
分
層
は
、国
王
と
主
従
関
係
で
結
ば

れ
て
お
り
、国
王
に
忠
誠
を
誓
う
代
わ
り
に
、

領
地
・
領
民
の
所
有
権
、参
政
権
な
ど
の
特

権
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　社団
に
属
す
る
要
件
は「
出
自
」で
、血
筋

や
家
系
が
判
断
基
準
で
し
た
。シ
ト
ゥ
ー
ル

議
員
は
、こ
れ
を
、同
じ
言
語
や
文
化
で
構
成

す
る
種
族
上
の
出
自
に
読
み
替
え
る
こ
と
を

提
言
。こ
れ
に
よ
り
、社
団
の
枠
を
農
民
な
ど

の
下
位
の
身
分
層
に
も
広
げ
、実
質
的
に
民

主
制
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
演
説
は
、支
配
層
が
多
数
を
占
め
る

議
会
で
批
判
さ
れ
ま
し
た
が
、長
い
年
月
を

か
け
て
民
主
的
な
国
家
が
形
成
さ
れ
る
起
源

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。従
来
は
、封
建
制
と
い

う
と
、民
主
制
と
対
立
す
る
概
念
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、少
な
く
と
も
ス
ロ
バ
キ
ア
の
国

民
形
成
に
お
い
て
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
が
解
明
で
き
た
の
で
す
。

　
２
０
０
７
年
に
英
語
で
こ
の
成
果
を
発
表

す
る
と
、現
地
ス
ロ
バ
キ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
、韓

国
な
ど
の
諸
外
国
で
論
文
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。固
定
観
念
を
持
た
ず
、外
か
ら
の
視
点
で

研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
は
斬
新
で
あ
り
、新
た
な
学
説
へ
の
期
待

集
し
、研
究
所
で
読
解
。解
釈
に
妥
当
性
が
あ

る
か
を
恩
師
に
評
価
を
仰
ぎ
、批
判
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　研究
を
進
め
て
い
く
中
で
、近
代
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
民
主
制
の
確
立
過
程
に
つ

い
て
、従
来
の
定
説
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。決
定
打
に
な
っ
た
の
は
、オ
ー

ス
ト
リ
ア・ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
時
代
の
新
聞

に
小
さ
く
掲
載
さ
れ
て
い
たĽudovít Štúr

（
リ
ュ
ド
ヴ
ィ
ー
ト・シ
ト
ゥ
ー
ル
）議
員
に
よ
る

　皆さ
ん
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
封
建

制
か
ら
自
由
な
民
主
制
へ
の
移
行
は
、フ
ラ
ン

ス
革
命
を
は
じ
め
と
し
た
革
命
運
動
に
よ
っ

て
実
現
し
た
、と
習
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
実

は
そ
れ
、事
実
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　私は
、大
学
院
生
の
頃
か
ら
、東
・
中
央

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史（
東
中
欧
史
）に
つ
い
て
、

国
民
形
成
の
過
程
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。特
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、多
民

族
が
共
生
し
、オ
ー
ス
ト
リ
ア・ハ
ン
ガ
リ
ー

帝
国
、チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
歴
史
的
な
変
遷

を
遂
げ
た
ス
ロ
バ
キ
ア
で
す
。

　国内
で
の
研
究
を
経
て
、１
９
９
７
年
か

ら
1
9
9
9
年
ま
で
ス
ロ
バ
キ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
の
歴
史
学
研
究
所
に
客
員
研
究
生
と

し
て
留
学
し
ま
し
た
。現
地
の
文
書
館
で
、大

量
の
冊
子
や
新
聞
、雑
誌
な
ど
の
史
料
を
収

違
っ
た
角
度
か
ら
も
の
ご
と
を
見
る

外
か
ら
の
視
点
に
期
待
が
か
か
る

膨大な史料から
真実を見出す

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず

好
き
で
す
が
、
特
に
今
は
サ
ッ
カ
ー
に
ハ

マ
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
国
際
親
善
大
会

の
た
め
に
来
日
し
た
ス
ロ
バ
キ
ア
代
表
の
通

訳
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

決
定
打
は
小
さ
な
新
聞
記
事

客員教授としてスロバキアの大学で授業した様子

研究者紹介世界にイノベーションを 研究者紹介

中澤 達哉 先生

Tatsuya Nakazawa

教育地域科学部　社会系教育講座

尊敬する香川選手のユ
ニフォーム



研究者紹介

立
量（
強
さ
）の
有
意
な
相
関
も
見
ら
れ
た
の

で
、構
造
変
化
と
学
習
記
憶
現
象
の
間
に
密

接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　様々
な
心
的
状
況
下
の
動
物
を
訓
練
し
、

脳
内
の
構
造
変
化
の
様
子
を
調
べ
る
こ
と
で

「
心
の
痕
跡
」を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
現
在
、動
物
に

様
々
な
心
的
変
化
を
引
き
起
こ
す
操
作
を
与

え
て
か
ら
、脳
内
の
構
造
変
化
を
く
ま
な
く

可
視
化
す
る
方
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。こ
の
様
な
研
究
を
通
し
て
、「
心
」の
実

体
を
可
視
化
す
る
手
が
か
り
を
見
つ
け
、「
心

の
し
く
み
」を
理
解
す
る
道
筋
を
創
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　現在
に
至
る
文
化
や
技
術
の
発
展
は
、新

し
い
発
見
や
工
夫
の
積
み
重
ね
と
世
代
を
超

え
た
継
承
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
人
間
の

細
胞
は
シ
ナ
プ
ス
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、情
報
伝
達
を
行
い
ま
す
。グ
リ

ア
細
胞
は
神
経
細
胞
を
包
み
込
む
よ
う
に
分

布
し
て
、栄
養
を
供
給
し
た
り
、情
報
伝
達
を

調
節
し
ま
す
。私
た
ち
は
様
々
な
観
察
技
術

を
駆
使
し
て
、こ
れ
ら
細
胞
の
構
造
や
分
子

の
分
布
を
定
量
的
に
可
視
化
し
、脳
内
の
変

化
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と
試
み
て
き
ま
し
た
。

　運動
学
習
を
課
し
た
マ
ウ
ス
の
研
究
で

は
、15
分
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
1
時
間
間

隔
で
4
回
行
う
と
、小
脳
の
特
定
の
場
所
に

あ
る
シ
ナ
プ
ス
の
数
が
半
減
し
、さ
ら
に
こ
の

減
少
に
先
立
っ
て
、情
報
伝
達
に
関
わ
る
分

子
の
分
布
が
迅
速
に
変
化
す
る
様
子
を
捉
え

ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、脳
内
の
神
経
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
つ
な
ぎ
換
え
が
こ
れ
ま
で
予
想
さ

れ
て
い
た
以
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
起
き
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。こ
の
実
験
で
は

シ
ナ
プ
ス
の
減
少
率
と
長
期
運
動
記
憶
の
成

　私た
ち
の「
心
」は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
る

の
で
し
ょ
う
？
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、心
は

人
類
共
通
の
興
味
と
し
て
探
求
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、技
術
や
科
学
が
進
ん
だ
今
で
も
実

体
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。喜
怒
哀
楽
や

思
考
の
よ
う
に
我
々
が
意
識
で
き
る「
心
」と

そ
れ
に
伴
う｢

行
動｣

が
、脳
の
損
傷
や
脳
に

作
用
す
る
薬
物
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も「
脳
」が
心
の
形
成
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。そ

こ
で
私
た
ち
は
、脳
の
変
化
を
可
視
化
す
る

こ
と
で「
心
の
し
く
み
」に
迫
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　脳に
は
神
経
細
胞
と
グ
リ
ア
細
胞
と
呼
ば

れ
る
脳
固
有
の
細
胞
が
存
在
し
ま
す
。神
経

「心」を可視化する

単
身
赴
任
な
の
で
自
炊
を
始
め
ま
し
た
。

料
理
は
ま
さ
に
実
験
そ
の
も
の
。
な
か
な

か
満
足
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
似
て
い
ま

す
。
現
在
研
究
室
の
立
ち
上
げ
途
中
で
実

験
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
私
に
は
良
い
気
分

転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。

研究者紹介世界にイノベーションを

「
心
」を
生
み
出
す「
脳
」

「
脳
の
構
造
変
化
」を
明
ら
か
に

深澤 有吾 先生

Yugo Fukazawa

医学部 組織細胞形態学・神経科学領域

「
脳
」に
固
有
の
機
能
で
す
。人
の
脳

は
、生
物
が
進
化
の
過
程
で
獲
得
し

た「
不
可
能
を
可
能
に
す
る
装
置
」

な
の
で
す
。こ
の
人
間
の
脳
の
原
動

力
は「
心
」で
す
。特
に
、知
ら
な
い
こ

と
や
出
来
な
い
こ
と
に
気
付
き
、克

服
し
た
い
と
思
う「
前
向
き
な
心
」で

す
。こ
の
前
向
き
な
心
の
方
向
性
と

強
さ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。一
人
ひ
と

り
の
前
向
き
な
心
を
育
て
る
に
は
小

さ
な
成
功
体
験
を
少
し
ず
つ
積
み

重
ね
る
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。今

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
自
分
な
り

の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、小
さ
な
成

果
を
積
み
重
ね
た
り
軌
道
修
正
し
た
り
す
る

う
ち
に
、自
然
に
個
性
や
可
能
性
が
広
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

「
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
」を

 
考
え
る
心
を
養
う

ろ
、絹
は
自
家
組
織
の
生
着
が
良
く
、血
小

板
が
つ
き
に
く
い
な
ど
の
結
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。絹
は
、人
工
血
管
や
そ
の
他
の
医
療
材

料
と
し
て
有
力
な
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
て

お
り
、こ
う
し
た
機
能
性
を
生
か
し
た「
も
の

づ
く
り
」も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　４月
に
福
井
大
学
に
来
て
、工
学
部
で
は

女
子
学
生
の
大
学
院
進
学
率
が
男
子
学
生

に
比
べ
少
な
い
と
聞
き
、残
念
に
思
っ
て
い
ま

す
。工
学
部
を
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、科

学
や
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、大
学
院
に
も
進
学

し
て
興
味
を
広
げ
、具
現
化
し
、将
来
は
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
分
野
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

は
水
素
結
合
で
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。こ
の
水
素
結
合
が
組
み
変
わ

る
と
、引
き
伸
ば
さ
れ
る
よ
う
に
、強
度
の
あ

る
タ
ン
パ
ク
質
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。液

状
絹
が
カ
イ
コ
の
口
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
直

前
に
、繊
維
化
へ
と
構
造
の
転
移
が
起
こ
り
、

口
の
適
度
な
圧
力
と
首
振
り
運
動
に
よ
る
張

力
で
糸
と
し
て
生
産
さ
れ
ま
す
。ま
た
、カ
イ

コ
の
体
内
の
後
方
と
前
方
に
あ
る
液
状
絹
を

調
べ
て
み
る
と
、p
H
濃
度
は
中
性
か
ら
弱

酸
性
に
変
化
し
、カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。こ

の
変
化
が
、繊
維
化
の
準
備
に
関
係
し
て
い

る
と
仮
説
を
立
て
、今
後
の
実
験
で
明
ら
か

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　カイ
コ
が
絹
を
生
産
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

明
ら
か
に
な
れ
ば
、上
質
な
絹
が
人
工
的
に

生
産
で
き
ま
す
が
、謎
が
多
く
、道
半
ば
と

い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。現
在
は

カ
イ
コ
の
フ
ィ

ブ
ロ
イ
ン
を
溶

媒
で
溶
か
し
、再

び
繊
維
化
さ
せ

た
不
織
布
を
作

製
し
、人
工
血
管

を
作
る
実
験
も

進
め
て
い
ま
す
。

　ラッ
ト
に
こ

の
人
工
血
管
を

移
植
し
た
と
こ

場
所
を
決
め

る
と
、体
内
の

余
分
な
体
液

を
排
出
し
ま

す
。す
る
と
、

グ
ッ
と
身
が

締
り
、繭
を
作

る
準
備
が
整

い
ま
す
。カ
イ

コ
の
体
内
で
、絹
の
も
と
と
な
る
物
質
が
た

く
さ
ん
生
産
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　ネク
タ
イ
や
ス
カ
ー
フ
、着
物
な
ど
の
絹

製
品
は
保
湿
性
に
優
れ
、し
な
や
か
な
手
触

り
の
繊
細
な
織
物
で
、多
く
の
人
に
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。絹
は
カ
イ
コ
が
紬
ぐ
、純
天
然
素

材
。そ
ん
な
カ
イ
コ
が
繭
を
つ
く
る
ま
で
の
不

思
議
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に「
生
物
っ
て
す
ご

い
！
」と
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。

　カイ
コ
は
、卵
↓
幼
虫
↓
さ
な
ぎ
↓
成
虫

と
約
50
日
の
一
生
で
４
回
の
変
化
を
し
ま
す
。

ゴ
マ
粒
ほ
ど
の
卵
か
ら
孵
化
し
、４
回
脱
皮

を
繰
り
返
し
て
繭
を
作
り
、繭
玉
の
中
で
さ

な
ぎ
に
変
わ
り
、羽
化
し
て
成
虫
に
な
り
ま

す
。幼
虫
の
カ
イ
コ
を
ず
っ
と
観
察
し
て
い
る

と
、繭
を
作
り
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
り

ま
す
。カ
イ
コ
の
幼
虫
は
繭
を
つ
く
る
た
め
の

絹
の
タ
ン
パ
ク
質
構
造

天
然
由
来
は
人
体
に
や
さ
し
い

リ
ケ
ジ
ョ
の
み
な
さ
ん
へ

わ
ず
か
50
日
の
カ
イ
コ
の
一
生

「生物ってすごい！」を
ものづくりに

足
羽
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
犬
と
散
歩
す
る

こ
と
で
す
。
福
井
に
来
る
に
あ
た
り
、
共

同
研
究
者
の
獣
医
さ
ん
か
ら
ビ
ー
グ
ル
犬

を
譲
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
建
物
が
な
く
川

と
山
と
空
だ
け
の
景
色
を
見
る
た
び
、
良

い
所
だ
な
〜
と
心
が
満
た
さ
れ
ま
す
。

カ
イ
コ
か
ら
で
き
る
絹

鈴木 悠 先生

Yu Suzuki

テニュア・トラック推進本部

海馬の透過型電子顕微鏡像　神経細胞どうしがシ
ナプス（→）を介して接着し、情報の伝達をしてい
る。その周りをグリア細胞の突起が囲んでいる

ゴルジ染色した神
経細胞の樹状突起
スパイン（→）の光
学顕微鏡像

料理を一緒に食べな
がらディスカッション

してくれる人を募集中
！

1μm

　絹は「
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
」と「
セ
リ
シ
ン
」と

言
う
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
な
り
ま
す
。繊
維
に

な
る
前
の「
液
状
絹
」と
呼
ば
れ
る
ゲ
ル
状
の

水
溶
液
を
取
り
出
し
て
、Ｎ
Ｍ
Ｒ（
核
磁
気
共

鳴
装
置
）で
構
造
を
解
析
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｍ

Ｒ
で
み
る
と
、絹
の
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造 カイコの時に繭を生産する

人工血管（移植後） 人工血管（移植前）
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を
取
り
入
れ
、複
数
の
直
線
部
材
で
曲
面
を
表
現

し
た「
ね
じ
れ
橋
」を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。ま
た
、

色
彩
に
も
こ
だ
わ
り
、日
本
海
の
青
と
、米
ど
こ

ろ
福
井
を
象
徴
す
る
稲
穂
の
黄
色
、白
山
の
白
を

基
調
に
し
、部
門
３
位
。続
く
、「
載
荷
競
技
」は

1
5
0
㎏
の
錘
を
載
せ
た
台
車
が
橋
を
渡
っ
た

時
に
生
じ
る
橋
の
た
わ
み
量
で
、５
ミ
リ
以
内
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、本
学
の
記
録
は
3.8
ミ

リ
で
、ま
た
橋
全
体
の
重
さ
が
26
㎏
と
軽
量
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
部
門
２
位
。こ
れ
ら
の
総
合
ポ

イ
ン
ト
に
よ
り
３
位
が
決
定
し
ま
し
た
。メ
ン

バ
ー
は「
ひ
と
り
で
は
作
れ
な
い
も
の
を
作
る
こ

と
が
で
き
、良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。今
回
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
３
月
、タ
イ
で
行
わ
れ
る
ア

ジ
ア
大
会
で
も
頑
張
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　8月
30
日
、31
日
に
大
阪
市
立
大
学
で
開
催

さ
れ
た「
ジ
ャ
パ
ン
ス
チ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン（
J
S
B
C
）2
0
1
4
」に
工
学

部
の
授
業「
学
際
実
験
・
実
習
」の
ス
チ
ー
ル
ブ

リ
ッ
ジ
グ
ル
ー
プ
の
集
大
成
と
し
て
初
め
て
出

場
し
、総
合
３
位（
全
19
校
、20
チ
ー
ム
中
）の

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
は
学
生
グ
ル
ー
プ
が
大
会
規
定
に
沿
っ
て
鋼

橋
の
設
計
、製
作
か
ら
架
設
ま
で
行
う
も
の
で

「
架
設
競
技
」、「
美
観
競
技
」、「
載
荷
競
技
」、

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
４
部
門
そ
れ
ぞ
れ

と
総
合
結
果
に
よ
り
評
価
さ
れ
ま
す
。

　
「
架
設
競
技
」は
40
分
以
内
で
全
長
４
ｍ
の
橋

梁
を
組
み
立
て
る
ル
ー
ル
の
も
と
、30
分
を
超
え

る
大
学
も
あ
る
中
、17
分
18
秒
と
ま
ず
ま
ず
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。「
美
観
競
技
」で
は
、サ
グ
ラ

ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
を
設
計
し
た
ガ
ウ
デ
ィ
の
手
法

ジ
ャ
パ
ン
ス
チ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
2
0
1
4 

総
合
3
位
！

がんばる学生を紹介
掲載されている方の所属、学年等は取材時のものです。

思
っ
た
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
」
と
語
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
日
本
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
取
り
組
む
中
で
、
目
標
と
夢
の
違
い

が
明
確
に
な
っ
た
と
も
話
し
、「
目
標
は
高
い

山
に
掲
げ
た
旗
で
あ
り
ゴ
ー
ル
、
夢
は
山
の
頂

上
か
ら
見
え
る
景
色
。
厳
し
い
目
標
を
乗
り

越
え
る
原
動
力
と
な
る
楽
し
い
夢
を
描
い
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
講
演
を
受
け
、
実
行
委
員
の
教
育
地
域
科

学
部
地
域
科
学
課
程
３
年 

田
海
美
咲
さ
ん
は

「
す
ご
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
で
、
一
つ
一
つ
の
言

葉
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
幅
広
い

分
野
の
方
の
お
話
を
聞
け
る
機
会
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　11月
28
日
、
詩
人
の
き
む
さ
ん
を
招
き
、

学
生
企
画
講
演
会
「
心
に
夢
を
」
を
開
催
し
、

学
生
や
教
職
員
ら
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
き
む
さ
ん
は
、
詩
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

出
版
社
の
設
立
や
、
雑
貨
ブ
ラ
ン
ド
・
似
顔

絵
事
業
の
展
開
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
平
成
15
年
か
ら
は
、
様
々
な
人
に
夢

を
聞
き
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
す
る

「
日
本
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
講
演
会

実
行
委
員
の
６
名
が
、
思
い
や
考
え
を
聞
き
た

い
と
依
頼
し
ま
し
た
。

　講演
会
で
は
、
複
数
の
作
品
を
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
し
、「
人
生
で
見
た
光
景
と
、
そ
の
時
に

詩
人 

き
む
さ
ん
を
招
い
た

講
演
会
を
開
催

きむさん（右から4番目）を囲む文京キャンパスの講演会実行委員

講演会の様子

福
井
大
学 
工
学
部
「
T
e
a
m   

S
」

学
生
企
画
講
演
会
実
行
委
員
会

直線でありながら、しなやかな「ねじれ」を表現

総合３位となったメンバー

サ
ー
ク
ル
で
し
た
が
、
顧
問
で
あ
る
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教
職
開
発
講
座
の
森
透
教
授
か

ら
紹
介
を
受
け
た
小
村
さ
ん
が
４
名
に
声
を
か

け
、
少
し
ず
つ
活
動
を
再
興
。
施
設
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
学
習
支
援
を
は
じ

め
、
同
じ
活
動
を
行
う
中
部
圏
の
大
学
生
を

集
め
た
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
活

動
の
枠
を
広
げ
、
現
在
で
は
約
40
名
が
所
属

す
る
大
き
な
サ
ー
ク
ル
に
立
て
直
し
ま
し
た
。

　小村
さ
ん
は「
施
設
で
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
を
再
興
し
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
、「
表
彰
が
後
輩
の
励
み

に
な
り
、
さ
ら
に
更
生
保
護
の
活
動
が
盛
り

上
が
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
」
と
今
後
に

期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

　非行
や
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
養
護
施

設
や
自
立
支
援
施
設
で
暮
ら
す
方
々
と
、
家

族
の
よ
う
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、
明
る
い
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
す
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
」
の
メ
ン
バ
ー
５
名
（
教
育
地

域
科
学
部
学
校
教
育
課
程
４
年 

小
村
友
輔
さ

ん
、
串
尚
哉
さ
ん
、
田
中
康
平
さ
ん
、
坪
田

恭
一
さ
ん
、
松
井
望
さ
ん
）
が
、
福
井
保
護

観
察
所
長
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。
11
月

12
日
に
、
福
井
県
生
活
学
習
館
で
開
催
さ
れ

た
県
更
生
保
護
功
労
者
顕
彰
式
で
、
大
利
文

雄
所
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。　

５
名
は
２
年
生
の
時
に
Ｂ
Ｂ
Ｓ
に
入
会
。
４

年
生
１
名
だ
け
で
活
動
し
て
い
る
廃
止
寸
前
の

福
井
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
を
受
賞

子どもたちやボランティア団体の皆さんとエコキャンドルを作成しました

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
」

　

賞状と記念品を持って
（左上から時計回りに　串さん、坪田さん、松井さん、小村さん、田中さん）

を
乗
り
越
え
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
も
堪
能
し
、

充
実
し
た
研
修
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
新
田
さ
ん
は
「
病
院
で
は
同
世
代
の
ヤ
ン
グ

ド
ク
タ
ー
た
ち
の
姿
に
大
い
に
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
研
究
所
で
は
、
最
先
端
の
感
染
症

に
つ
い
て
生
き
生
き
と
研
究
に
取
り
組
む
研
究

者
や
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
の
意
欲
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
進
路
選
択
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
ま
ず
は
一
生
懸
命
、
医
学
の
勉
強

に
取
り
組
み
た
い
で
す
」
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
て
い
ま
す
。

　新田
彩
巴
さ
ん
は
、
初
め
て
海
外
へ
行
く
に

あ
た
り
、
学
内
外
に
あ
る
多
く
の
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
、
今
年
度
で
４
回
目
と

な
る
医
学
部
ゲ
ノ
ム
科
学
・
微
生
物
学
領
域

の
定
清
直
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ガ
大
学
で
の
感
染
症

学
研
修
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
８
月
31
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
訪
れ
、
ス
ト
モ
病
院
熱
帯
病
科
で
１
週

間
、
病
院
実
習
を
し
た
後
、
神
戸
大
学̶

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
及
び
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
、
デ
ン
グ
熱
や

腸
管
感
染
症
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
ア
イ
ル

ラ
ン
ガ
大
学
熱
帯
病
研
究
所
（
Ｉ
Ｔ
Ｄ
）
で

２
週
間
、
熱
帯
病
、
感
染
症
の
症
状
や
診
断
・

治
療
と
研
究
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
日

本
で
も
感
染
者
が
出
た
デ
ン
グ
熱
チ
ー
ム
で

は
、
最
先
端
の
研
究
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。

　現地
で
は
女
子
寮
に
滞
在
。
現
地
学
生
と

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
、
虫
と
格
闘
す
る
夜

感
染
症
に
つ
い
て

現
地
で
学
ぶ

ITDのHIV・デング熱チームで実験に
取り組む新田さん

医
学
部
医
学
科
3
年

　新田
彩
巴
さ
ん

同年代のヤングドクターたちと交流　
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部室には、たくさんの漫画が。貸出し可の医学書も！

ゆ
っ
た
り
、ま
っ
た
り

小
説
の
話
に
な
る
と
盛
り
上
が
り
、す
っ
か
り
溶
け
込
ん
で

い
る
様
子
で
す
。活
動
の
中
心
は
、新
入
生
が
入
っ
て
く
る

4
月
と
暁
祭
が
開
催
さ
れ
る
10
月
の
年
2
回
発
行
し
て
い

る
会
誌
で
、イ
ラ
ス
ト
、漫
画
、小
説
か
ら
評
論
ま
で
、さ
ま

ざ
ま
な
形
で
自
分
の
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。昨
年
10
月

か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
ち
寄
っ

て
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
部
会
を
開
催
。部
室
で
の
ア
ニ

メ
鑑
賞
会
を
復
活
さ
せ
た
り
、活
動
も
活
発
に
し
て
い
き
た

い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
が
、あ
く
ま
で
参
加
は
自
由
。年

に
一
度
は
旅
行
に
も
出
か
け
る
そ
う
な
の
で
、漫
画
談
議
、

小
説
談
議
に
花
を
咲
か
せ
て
み
た
い
人
は
一
度
部
室
を
の
ぞ

い
て
み
て
は
？

　
「
松
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
め
ず
ら
し
く
ユ
ル
〜
い
サ
ー
ク

ル
で
す
」と
文
芸
・
漫
画
研
究
会
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た

の
は
、代
表
の
医
学
部
医
学
科
2
年
加
藤
大
思
さ
ん
。松

岡
キ
ャ
ン
パ
ス
の
部
活
動
は
ど
こ
も
活
動
熱
心
な
と
こ
ろ

が
多
い
の
で
す
が
、こ
こ
文
芸
・
漫
画
研
究
会
は
ち
ょ
っ
と

事
情
が
異
な
る
よ
う
。ご
多
分
に
漏
れ
ず
、兼
部
の
多
い

サ
ー
ク
ル
で
す
が
、毎
日
部
室
に
は
誰
か
が
や
っ
て
き
て
、

漫
画
を
読
ん
だ
り
、た
わ
い
も
な
い
話
を
し
た
り
、時
に
は

勉
強
し
た
り
し
て
ま
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　部員
に
は
、松
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の
ほ
か
、福
井
県

立
大
学
生
も
い
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
。勉
強
し

て
い
る
こ
と
は
違
え
ど
そ
こ
は
学
生
同
士
、好
き
な
漫
画
や

し
、
矢
を
射
る
練
習
を
行
い
ま
す
。
代
表
の
工
学
部
材

料
開
発
工
学
科
３
年 
藤
嶋
佑
輔
さ
ん
は
「
１
年
生
の
頃

に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
て
す
べ
て
の
矢
を
外
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
厳
格
な
状
況
で
練
習
を
積
む
こ

と
で
、
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
落
ち
着
い
て
試
合

に
臨
め
る
ま
で
に
成
長
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
、「
練

習
が
終
わ
る
と
雰
囲
気
は
一
転
。
ワ
イ
ワ
イ
と
賑
や
か
で
、

メ
リ
ハ
リ
を
し
っ
か
り
つ
け
て
い
る
点
も
魅
力
で
す
よ
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　昨年
の
北
信
越
大
会
で
は
男
子
団
体
が
３
位
、
女
子

団
体
が
８
位
の
結
果
で
し
た
が
、
今
年
は
練
習
の
成
果
を

生
か
し
、
優
勝
に
輝
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　弓道
部
は
、
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
北
信
越
学
生

弓
道
選
手
権
大
会
で
の
優
勝
を
目
標
に
、
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
３
〜
４
人
で
１
組
と
な
り
、
弓
を
放
つ
射
位
に
つ
き
ま

す
。
呼
吸
を
整
え
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
両
足
を
開
き
、

的
に
狙
い
を
定
め
て
大
き
く
引
い
た
弓
を
放
つ
と
、
静
寂

に
包
ま
れ
た
弓
道
場
に
、
ス
パ
ン
と
的
を
射
る
矢
の
音
が

響
き
ま
す
。
28
ｍ
先
に
あ
る
的
を
射
る
技
術
力
は
も
ち

ろ
ん
、
ど
ん
な
状
況
で
も
心
を
落
ち
着
け
集
中
す
る
精

神
力
が
大
切
。
そ
の
た
め
、
弓
道
場
に
ま
つ
ら
れ
た
神

棚
に
向
か
っ
て
部
員
一
同
が
拝
礼
を
し
て
か
ら
練
習
を
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
を
作
り
出

「弓道をやったことがなくて不安」という初心者の
方でも大丈夫。実際に大学から始めたという先輩
もたくさんいるので安心してください。もちろん
経験者の方も大歓迎！まずは弓道場に足を運ん
でみてください。

部員募集中！

弓道部
初心者大歓迎！

文芸・漫画研究会
漫画好き イラスト好き 小説好き 集まれ！

弓
を
構
え
て
狙
う
は
北
信
越
大
会
優
勝
！

矢をつがえ、的を凝視。練習であっても精神集中

［練　習　日］木　18：00 ～

［練習場所］福利棟 2階部室

［部　員　数］20名

練習後にご飯を食べに行くことも

ツイッター
＠fkmbungeimanga　

ホームページURL
http://u-fukui-kyudo.jugem.jp/

［練　習　日］月・水・金　18：00 ～

［練習場所］弓道場（文京キャンパス）

［部　員　数］18 名

基本的に誰でも歓迎。漫画、イラストを描くのが好
きな人は特に募集中！勉強の合間にホッと一息つき
たい人は部室へ！

部員募集中！

会誌｢玉匣｣は春と秋に発行

学内には体育系・文化系あわせて130近くの部・サークルがあり、福大生の半数以上が所属しています。
超有名な!? サークルから意外と知られていないサークルまで、さまざまな部・サークルをご紹介！
●『It’s My Circle』に登場したいサークルのみなさんは広報室までご連絡ください。  E-mail：sskoho-k@ad.u-fukui.ac.jp

［文京］ 体育系49／文化系32
［松岡］ 体育系23／文化系20

現在の登録数
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お
か
げ
さ
ま
で
当
社
の
製
品
は
世
界
中
の

様
々
な
場
所
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ミ
ー
賞
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
首
相
官
邸
で

の
会
議
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
臨
場
感
を
伝
え
る
た
め
に
、
例
え
ば

ア
イ
ス
リ
ン
ク
の
下
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
砂
の

下
に
マ
イ
ク
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

よ
。首
相
官
邸
や
大
学
で
使
わ
れ
る
マ
イ
ク
は
、

赤
外
線
を
利
用
し
た
コ
ー
ド
レ
ス
で
、
盗
聴
や

混
信
の
恐
れ
が
な
い
作
り
に
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
用
途

に
合
わ
せ
た
製
品
を
設
計
し
て
い
ま
す
。

　社員
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
て
、
入
選

す
る
と
賞
金
が
貰
え
ま
す
。
製
品
化
す
る
と
、

さ
ら
に
報
奨
金
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

―

ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
が
印
象
的
で
す
。

　本社
屋
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
田
園
の
中
の
研

究
所
」。
お
客
様
に
も
好
評
で
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
は

壁
が
な
い
オ
ー
プ
ン
な
つ
く
り
で
、
声
を
か
け

や
す
く
、
す
ぐ
に
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
残
響
音
が
非
常
に
少
な
い
無

響
室
や
、
無
線
機
器
の
実
験
に
必
要
な
電
波

暗
室
、
音
響
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど

の
設
備
も
あ
り
、
社
外
に
出
な
く
て
も
性
能
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―

ど
ん
な
会
社
で
す
か
？

　音響
機
器
・
映
像
機
器
の
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
オ
ー
デ
ィ
オ
テ
ク
ニ
カ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、

設
計
・
開
発
・
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
社

で
は
主
に
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン

（
以
下
、マ
イ
ク
）を
扱
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
デ
ィ

オ
テ
ク
ニ
カ
は
元
々
は
レ
コ
ー
ド
針
を
製
造
し

て
お
り
、
最
盛
期
の
80
年
代
前
半
に
は
世
界
の

90
％
の
針
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

Ｃ
Ｄ
が
登
場
し
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
が
衰
退

す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
製
品
開
発
に
移

行
を
図
り
ま
し
た
。
現
在
は
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
や

カ
ラ
オ
ケ
用
の
マ
イ
ク
で
国
内
シ
ェ
ア
ナ
ン

バ
ー
1
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
店
で
皆
さ
ん
が
使
う

マ
イ
ク
の
ほ
と
ん
ど
が
当
社
の
製
品
だ
と
思
い

ま
す
よ
。

―

強
み
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　音に
妥
協
し
な
い
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
経
営
理
念
は

「always listening

」。
様
々
な
音
を
聞
い
て
、

感
性
豊
か
な
製
品
を
広
く
世
界
に
提
供
し
続

け
、
信
頼
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

音
を
大
切
に
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
お

客
様
を
は
じ
め
、
様
々
な
人
の
声
を
聞
き
な
さ

い
、
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

学生が企業・官庁の人事担当者へ、会社の魅力や特長、求める人物像などをインタ
ビュー。あなたの学生生活を有意義に過ごすためのポイントが隠れているかもしれません。
今回は株式会社オーディオテクニカフクイ管理部総務課の東大輔マネージャーに学生2名
が取材しました。

　音響
ホ
ー
ル
は
、
N
H
K
ホ
ー
ル
や
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
く
い
の
設
計
者
に
よ
る
本
格

的
な
も
の
で
、
実
際
に
で
き
あ
が
っ
た
製
品
を

こ
こ
で
使
っ
て
み
て
、
数
値
で
は
な
く
、
自
分

の
耳
、
感
性
で
最
後
は
音
を
確
認
し
ま
す
。

―

福
大
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。　地元

で
が
ん
ば
る
企
業
に
ぜ
ひ
目
を
向
け

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
福
井
に
は
、
世
界
に

通
用
す
る
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
暮

ら
し
や
す
く
、
仕
事
も
余
暇
も
楽
し
め
る
良

い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
就
職
活
動
を
行
う

際
に
は
、
ぜ
ひ
、
福
井
の
企
業
も
検
討
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
、マ
イ
ク
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

感
性
を
大
切
に
。音
に
妥
協
し
な
い

田
園
の
中
の
研
究
所

株式会社オーディオテクニカフクイ

就活あれこれ

採用担当者を直撃！

自由に意見
が言える雰

囲気です。感
性を

大切にして
おり、服装

や髪形も自
由で

す。育児休
暇や時短制

度も充実し
てい

て、働きやす
い職場だと

思います。ク
ラブ

活動も盛ん
ですよ。

7～8割が理系だと思います。購買担
当なども部品の知識が必要なので理
系が多いです。世界中を市場にして
おり、工場も海外にあるため、語学
ができる人材も必要です。

理系の人が
多いですか？

１年を通して様々な経験をしてもらい
ます。前半は購買部や生産管理課で
ものづくりの基礎を勉強します。後半
は機械系、電気系、ソフト系など様々
な課をまわり、正式配属となります。

新人研修について
教えてください

就職すると時間がなくなりますから、

留学や旅行などでいろいろなものを見

てくるのは大切だと思います。アルバ

イトも良い経験になると思います。学

生生活を楽しんでください！

大学生活を過ごす上での
アドバイスは？

基
本
情
報

所　在　地 ： 越前市戸谷町87-1 ※越前市はグループの創業者である松下秀雄氏の出身地
職　員　数 ： 170名
事業内容 ： オーディオテクニカ・グループの製品開発および製造

福
井
で
働
く
こ
と
を
視
野
に

株式会社オーディオテ
クニカフクイ

管理部総務課 マネー
ジャー

東　大輔さん

どんな雰囲気ですか？
合同説明会ではなかなか聞けないようなことを採用担当者にズバリ質問！ 採用担当者のホンネを教えてもらいました。

当社を受ける
場合は、必ず

会社説明会
に

出ていただ
いています

。私たちと話
をし

て、会社の中
を見ていた

だいてから応
募

して欲しいと
考えているか

らです。試験
は

１次選考(書
類選考)、2次

選考(作文、
面

接)、3次選考
(役員面接、適

性検査）です
。

採用試験について

教えてください

工）機械工学専攻１年川井徹平（左）工）情報・メディア工学科１年
海野遥香（右）ホンネを教えてもらいました。

３
月
か
ら
い
よ
い
よ

平
成
28
年
春
卒
業
・
修

了
予
定
者
の
就
職
活
動
が

正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年
は

採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
に
な
っ

た
た
め
、
企
業
の
採
用
広
報
活
動

が
３
月
１
日
に
解
禁
さ
れ
、
合
同

企
業
説
明
会
が
３
月
に
集
中
し
ま

す
。
後
倒
し
に
な
っ
た
分
、「
短
期

決
戦
化
」
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

事
前
の
準
備
と
最
初
の
「
ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
」
が
重
要
で
す
。
３
月
ま

で
色
ん
な
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

　選考
活
動
は
、
公
式
に
は
８
月

か
ら
で
す
が
、
企
業
に
よ
っ
て
は
３

月
か
ら
具
体
的
な
選
考
が
進
む
こ

と
も
予
想
さ
れ
、油
断
は
禁
物
で
す
。

色
ん
な
ネ
ッ
ト
情
報
が
あ
ふ
れ
る
中

で
、
就
職
支
援
室
の
リ
ア
ル
な
就
職

情
報
と
相
談
機
能
を
是
非
と
も
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「W

e are alw
ays on your 

side! 

我
々
は
全
力
で
応
援
し
ま

す
！
」

大
橋
祐
之

い
よ
い
よ
・
・
・就

職
支
援
室

　室長

スタッフ
リレーコラム
第11回

学内合同企業説明会

スケジュール

☆県内外の優良企業が集結！
　・ 就職担当教授のおすすめ企業
　・ 福大生を採用したい企業
　・ 先輩が活躍している企業
☆360社の人事担当者と6日間で効率よく
面談できる機会は他にはありません！

☆1年生・2年生も参加しよう！

3月13日（金）～18日（水）
学内合同企業説明会
（360社の企業・機関が参加）
場所：総合研究棟Ｉ 13階会議室

〇13日（金）は業界を絞り、
　第1部（午前）：金融・保険系企業＋公務員系、
　第2部（午後）：建築・土木系企業を招聘します。
〇前回好評のＯＢ・ＯＧとの交流の場も同時開
催します。

〇「業界企業研究冊子」の企業ＰＲの内容をさら
に充実して発刊します。



は
、
文
法
等
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

場
面
に
お
け
る
対
話
表
現
の
練
習
や
、
種
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。授
業
は
英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、

生
徒
に
は
ペ
ア
で
の
対
話
や
簡
単
な
意
見
発

表
な
ど
、
で
き
る
だ
け
英
語
を
使
う
場
面
を

与
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
緊

張
し
て
、
失
敗
を
恐
れ
て
い
た
生
徒
た
ち
も
、

こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
授
業
に
慣
れ
て
き

た
よ
う
で
す
。

　
福
井
大
学
で
は
、
故
・
茨
山
良
夫
先
生
か

ら
英
語
教
育
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な
指
導
法
は
日
本

の
英
語
教
育
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
考
え
方

で
、
今
も
自
分
の
根
底
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
高
校
の
英
語
教
員
と
な
っ
て
か
ら
は
、
県

内
の
英
語
教
員
で
組
織
す
る
「
福
井
県
英
語

研
究
会
」の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。県
内
中
・

高
生
の
た
め
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
教
材
を
作
成
し

た
り
、
授
業
改
善
の
た
め
の
研
究
を
行
っ
た

り
す
る
中
で
、
日
々
の
授
業
を
振
り
返
り
、

教
材
と
じ
っ
く
り
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
同
研
究
会
の
先
生

方
（
多
く
が
福
井
大
学
卒
業
）
と
互
い
の
実

践
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
り
、
理
想
の
英

語
教
育
に
つ
い
て
話
し
た
り
で
き
た
こ
と
が
、

私
に
は
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
、
勝
山
高
校
が
文
科
省
の

ス
ー
パ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
S
E
L
H
i
）
に
指
定
さ
れ
、

私
は
そ
の
研
究
主
任
を
務
め
ま
し
た
。
そ
こ

　
高
志
高
校
は
、文
部
科
学
省
の「
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
G
H
）」
に

福
井
県
で
唯
一
指
定
さ
れ
、
国
際
的
に
活
躍

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
福
井
県
内
の
企
業
が
数
多
く
ア
ジ
ア
に
進

出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
S
G
H
の

テ
ー
マ
を
「
ふ
く
い
発
、
東
ア
ジ
ア
の
発
展

と
希
望
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」
と
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
る

生
徒
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
定
員
以
上

の
生
徒
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ど
の
生
徒
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
テ
ー
ジ
で
学
び
た
い
、
働

き
た
い
と
い
う
前
向
き
な
思
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
を
、
大
切
に

伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
S
G
H
独
自
の
授
業
の
一
つ
に
「
グ
ロ
ー

バ
ル
探
究
」（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
内
外
の
大
学
や
企

業
と
連
携
し
て
課
題
研
究
に
取
り
組
む
授
業

で
す
。
内
容
は
理
系
・
文
系
を
問
い
ま
せ
ん
。

生
徒
は
、
外
部
講
師
に
よ
る
授
業
を
受
け
、

東
ア
ジ
ア
地
域
と
共
に
希
望
あ
る
社
会
を
構

築
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、

リ
サ
ー
チ
し
た
内
容
を
も
と
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
習
を

通
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
資
質
や
能
力
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
英
語
科
の
教
員
と
し
て
、
S
G
H

の
学
校
設
定
科
目
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
英

語
Ⅰ
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
で

で
運
営
指
導
委
員
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
、
大
下
邦
幸
先
生
（
元
教
育
地
域
科

学
部
教
授
、現
敦
賀
市
立
看
護
大
学
教
授
）

で
し
た
。
意
見
・
考
え
を
重
視
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
カ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
実
践
に
つ
い
て
、
数

多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
来
、

福
井
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
英
語
教
育
に
関

す
る
勉
強
会
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
高
志
高
校
S
G
H
の
こ
と
で
、

教
育
地
域
科
学
部
、
大
学
院
工
学
研
究
科
、

語
学
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

の
先
生
方
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
今
で
も
母
校
と
つ
な
が

り
が
あ
る
の
は
、本
当
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　
今
の
学
生
さ
ん
は
、
海
外
に
出
か
け
た
り

留
学
し
た
り
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
海
外
か

ら
の
留
学
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
、
私
に
は
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く

思
え
ま
す
。
目
の
前
に
あ
る
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ

か
り
掴
み
、
失
敗
も
経
験
と
考
え
、
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
を
牽
引

卒業生から在学生の皆さんへ受け継がれる

SGHの英語授業では海外の学習本を使用

山内　悟さん

昭和61年度 教育学部中学校教員養成課程
（現 教育地域科学部学校教育課程言語教育コース）卒業

福井県立高志高等学校 教諭

い
つ
も
母
校
と
つ
な
が
っ
て
い
る

福井の地から
グローバル・リーダーを

育てる

18

海外の大学に一度
通ってみたいという動

機で、シンガポール
にある南洋理工大

学に

留学しました。通い
始めのころは、常に

衝撃の連続で、学
生の質の高さや、

大学

の最先端の設備な
どに驚かされる毎日

でした。学内には講
義室以外にも、至る

所に

勉強机やベンチなど
があるのですが、朝

から夜まで常に勉強
をする学生達で満席

と

なっています。本当
に勉強をしたいとい

う意志を持った人た
ちが大学に来ている

のだ

と感じさせられました
。また、研究室のミ

ーティングでは、時
間のほとんどは学生

同士

の討論に費やされ、
常に活発な意見が

飛び交っています。

周りの人達はとても
親切で、どんなに英

語ができなくても自分
が理解できるように

話し

かけてくれます。ま
た、しどろもどろの英

語でも最後まで聞い
てくれるので、自分

から

積極的にコミュニケ
ーションをとることが

大事だと感じました
。

たとえ短期間の留学
でも、勉強や言語は

もちろんですが、そ
れ以外にも様々なこ

とを

吸収できると思うの
で、どこかに行ってみ

てはと思います。

シンガポール
南洋理工大学 留学
（11月4日～1月22日）

大学院工学研究科
博士前期課程
電気・電子工学専攻1年

小竹原俊太さん

海 外 留 学 の 体 験 レ ポ ー ト

福 大 生 の

たとえ短期間の留学
でも、勉強や言語は

もちろんですが、そ
れ以外にも様々なこ

とを 小竹原俊太さん
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。

？？
募集中！

大学や学生生活のこ
と、社会の疑問など、
お気軽にお問い合わ
せください。質問は広
報室まで。

英
語
の
授
業
の
ク
ラ
ス
分
け
に

な
ぜ
T
O
E
I
C
を
採
用
し
て
い
る
の
？

Q
密
度
の
濃
い

き
め
細
や
か
な

指
導
を
行
う
た
め

A 福
大
生
の
様
々
な
疑
問
に
役
員
が
お
こ
た
え
し
ま
す
！

質問

第2回教育・学生担当理事・副学長

寺岡 英男先生

こたえる人
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あけましておめでとうございます。さて、この1月号で『ふくだいプレス』は
20号。そして、1月のビッグイベントといえば成人式。ということで、新年最
初のテーマは「20歳の主張」。今回は20歳になる福大生の夢や抱負を大
特集します。また、その道のスペシャリストからアドバイスを聞きました。

船本 彩花さん
医）看護学科

確かな目標を持っている
人が多いんだね。その気
持ちを忘れずに、ファイト!
僕も新しい夢を探してみ
ようかな♪

福井
大学
広報セ

ンター

マスコ
ットキ

ャラク
ター

広福く
ん

ようかな♪

マスコ
ットキ

ャラク
ター

くん

少子高齢化が問題となっている現在、「地域医療」は最も注目され
るフィールドの1つです。私は将来、地域の人々が安心して暮らせ
る環境を医療面からサポートしたいと思っています。人生の門出
に、「地域医療」への貢献を強く決意します。

～これから目指す私～

月田 佳寿美先生
医）看護学科

名用 敏之さん
教）学校教育課程

教師という仕事は難しく、子どもや保護者から信頼されなくてはい
けません。そんな教師になるために大事な知識や技量、子どもを引
きつける何かを身につけるべく、より一層努力していき、最終的には
すべての人に愛される教師になりたいです。

全ての子ども達や親から
信頼され愛される教師に
なることは困難ではあり
ますが、その意気込みはす
ばらしいと思います。その
ための知識や技術の向上
は当たり前であり、それ以
上に人として誠実である
ことが求められると思い
ます。

三国出 彩乃さん
工）情報・メディア工学科

今まで「あれをやろう」「これをやろう」と思いつきで口にするも
のの、結局やらずじまい…ということが多くありました。成人とし
て、まずは自分の発言に責任を持って行動していくことで、より
身のある活動をしたいと思います。 中野 真代さん

就職支援室

小島 雅史さん
工）電気・電子工学科 僕は現在、元気に大学に通って勉強や部活、友達との遊びを楽

しんでいます。親のおかげで今の生活ができることを毎日感じ
ているので、成人式を迎えたら、今の生活をすべて自力でやっ
ていくことが最初の目標です。そして、親に少しでも多く恩返し
をしたいと思っています。

恩返しの第一歩として、奨
学金制度を使うことで、就
職後に自分で授業料を払う
ことができます。分からない
ことも多いと思うので、積極
的に聞きに来てください。い
つでも相談にのります。

酒井 達也さん
学生サービス課

渡辺 健太郎さん
教）地域科学課程

世界を舞台に
　　　働きたい！

前田 一樹さん
教）地域科学課程

★20歳のキミに贈るコトバ！

生まれてからずっと支えてきてくれた地元金沢に恩返しがした
いです。例えば、福利厚生を充実させて、より住みやすく、より誇
れる市にしていきたいです。また、歴史や景観を整備していくこ
とによって、日本全国・世界各国から1人でも多くの観光客が訪
れる金沢にしていきたいと思います。

ご成人おめでとうございま
す。病気や障がいをもちな
がら地域で生活する人は、
これからますます増えてい
きます。病気の予防や治療
の継続、自己管理に関わる
看護職としてはばたいてく
ださい！

公務員になるためには、ま
ず試験を突破する必要が
あり、そのために私もたく
さん勉強をしました。試験
勉強は大変ですが、仲間と
励まし合いながら乗り越え
ていってください。地元に
貢献したいという素晴らし
い目標を忘れず、これから
も頑張ってください。応援
しています！

あけましておめでとうございます。さて、この1月号で『ふくだいプレス』はあけましておめでとうございます。さて、この1月号で『ふくだいプレス』は
20号。そして、1月のビッグイベントといえば成人式。ということで、新年最20号。そして、1月のビッグイベントといえば成人式。ということで、新年最～これから目指す私～～これから目指す私～～これから目指す私～～これから目指す私～～これから目指す私～～これから目指す私～～これから目指す私～～これから目指す私～

成人の主張
祝★20号

20

少子高齢化が問題となっている現在、「地域医療」は最も注目され少子高齢化が問題となっている現在、「地域医療」は最も注目され

今まで「あれをやろう」「これをやろう」と思いつきで口にするも

的に聞きに来てください。い
つでも相談にのります。

酒井 達也さん
学生サービス課

20歳のキミに贈るコトバ！

「有言実行」という抱負、と
ても良いですね！私が社会
人になって特に感じること
は、「責任」といつも切り離
せない関係にあるのが「信
頼」です。自分の発言に責任
を持って行動できる人に
は、周りからの信頼も積み
重なっていくものですよ。

清水 史子さん
経営戦略課

村瀬 一之先生
工）知能システム工学専攻

学生広報スタッフ募集中！
学生広報スタッフを募集し
ています。福井大学生なら
誰でもOK！ 広報誌の編
集、ブログの作成に興味の
ある人、大歓迎です。希望
する人は気軽に連絡してく
ださい。一緒に楽しく福井
大学の魅力を発見して広
めていきましょう。

【メールへの明記事項】
タイトル： 広報スタッフ応募
内　 容： 氏名、学部（研究科）学科（専攻）、
 学年、住所、携帯電話、E-mail、応募動機

※ご記入いただいた個人情報は学生広報
スタッフの活動にのみ使用いたします。

福井大学広報室
E-mail/sskoho-k@ad.u-fukui.ac.jp

Tel/0776-27-9733

今年も１年よろしくお願いします（ _ _ ）

スタッフ募集中

↓応募はこちらから

私が成人式を迎えた頃は、学生が講
義をボイコットしていたものです。今
では社会問題に関する主張をしてい
た昔の自分を不思議に思うぐらいで
すよ。みなさんは現在単位を得るた
めに一生懸命頑張っていますが、「学
ぶ」とはどういうことなのか、広く関
心を持って考えてみてください。

私の場合、本に例えるなら『何でも見
てやろう』(小田実 著)、『二十歳の原
点』(高野悦子 著)。悩み多き20歳
だったかも。詩人きむさん曰く「夢と
目標は違う。夢は目標を達成したと
きに見える景色」だそうです。みなさ
んがいい景色を見られることを願っ
ています。

月田 佳寿美
医）看護学科医）看護学科

きます。病気の予防や治療
の継続、自己管理に関わる
看護職としてはばたいてく
ださい！

貢献したいという素晴らし
い目標を忘れず、これから
も頑張ってください。応援
しています！

奥野 信一先生
教）学校教育課程 

ブログ
「うらら＠ふくだい」

更新中



福井大学基金の詳細については、
福井大学ＨＰをご覧ください。
http://www.u-fukui.ac.jp/kikin/

福井大学基金事務室　〒910-8507 福井県福井市文京３丁目９-１
TEL 0776-27-9903（ダイヤルイン）  FAX 0776-27-8518   E-mail  kikin@ad.u-fukui.ac. jp

福井大学基金についてのお問い合わせ先

　　　今号では、9月11日から12月14日までの寄附報告及びご寄附くださいました個人・法人・団体様で　　　今号では、9月11日から12月14日までの寄附報告及びご寄附くださいました個人・法人・団体様で　　　今号では、9月11日から12月14日までの寄附報告及びご寄附くださいました個人・法人・団体様で
掲載をご了承いただいた方のご芳名（50音順）を掲載させていただきます。掲載をご了承いただいた方のご芳名（50音順）を掲載させていただきます。

今後とも福井大学基金へより一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。今後とも福井大学基金へより一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　　　今号では、9月11日から12月14日までの寄附報告及びご寄附くださいました個人・法人・団体様で
掲載をご了承いただいた方のご芳名（50音順）を掲載させていただきます。

福井大学基金

このたび、学生の修学支援を目的として、
福井大学基金を創設し、平成26年3月より、募金事業を開始いたしました。福井大学基金を創設し、平成26年3月より、募金事業を開始いたしました。
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　　　今号では、9月11日から12月14日までの寄附報告及びご寄附くださいました個人・法人・団体様で

福井大学基金福井大学基金
学生の皆さんへの修学支援のため、

福井大学基金へ多くのご厚意が寄せられています。
ご支援に対し、心より御礼申し上げます。

　　　今号では、9月11日から12月14日までの寄附報告及びご寄附くださいました個人・法人・団体様で　　　今号では、9月11日から12月14日までの寄附報告及びご寄附くださいました個人・法人・団体様で

（平成26年12月14日現在）福井大学基金の寄附状況 寄附申込数 722件（延べ数） 寄附申込額 5,276万8,370円
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吉武　哲夫 様
米沢　　晋 様
米澤　洋美 様
渡辺　和男 様
渡邉　義信 様

個人

アイテック株式会社 様
AOIホールディングス株式会社 様
旭電設株式会社 様
医療法人福井愛育病院 様
伊藤電機設備株式会社 様
井上商事株式会社 様
医療法人うぶごえ 様
イワシタ物産株式会社 様
江守グループホールディングス
　　　　　　　　　株式会社 様

株式会社あぶらや 様
株式会社エイチアンドエフ 様
株式会社エクシート　様
株式会社エヌアンドシィオゥ 様
株式会社加藤ビル 様
株式会社熊谷組 様
株式会社小森電機商会 様
株式会社サンワコン 様
株式会社塩浜工業 様
株式会社システム研究所 様
株式会社ジャストコーポレーション 様
株式会社シャルマン 様

株式会社トゥー・アー・ティー 様
株式会社ネスティ 様
株式会社バリューリンクス 様
株式会社プロダクト・マイスター 様
株式会社文教コーポレーション 様
株式会社べにや旅館 様
株式会社ホクコン 様
株式会社ホクシン 様
株式会社松浦機械製作所 様
株式会社三笠商会 様
株式会社ユアーズホテルフクイ 様
技建工業株式会社 様

木下鉄工株式会社 様
清川メッキ工業株式会社 様
小林化工株式会社 様
斉藤設備機工株式会社 様
大電産業株式会社 様
竹原運輸株式会社 様
東工シャッター株式会社 様
平野純薬株式会社 様
福井県農業協同組合中央会 様
福井県民生活協同組合 様
福井大学生活協同組合 様
福井経編興業株式会社 様

法人・団体

ほか 匿名希望の方18名

ほか 匿名希望の企業4社

福井鋲螺株式会社 様
北陸通信工業株式会社福井支店 様
丸杉不動産株式会社 様
明治安田生命保険相互会社
　　　　　　　　福井支社 様
山金工業株式会社 様
有限会社片岡経営会計事務所 様
有限会社藤田建築設計事務所 様
有限会社ホテルあけぼの 様
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１
月
30
日
、接
客
向
上
委
員
会
＆Peace

代
表
の

石
坂
秀
己
さ
ん
を
招
き
、学
生
企
画
講
演
会「
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
が
教
え
て
く
れ
た

　
み
ん
な
が
笑
顔
に
な

れ
る
習
慣
」を
開
催
し
ま
す
。

　
石
坂
さ
ん
は
、東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
を
運
営
す
る
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ラ
ン
ド
で
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
責
任
者
と

し
て
長
年
勤
務
。研
修
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

も
兼
任
し
、キ
ャ
ス
ト
の
接
客
研
修
の
基
礎

を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　松岡
キ
ャ
ン
パ
ス
の
講
演
会
実
行
委
員

代
表 

大
谷
昂
さ
ん
は
、「
笑
顔
で
仕
事
が
で

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
学
ぶ

講
演
会「
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
習
慣
」

講演会のポスター

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
を
目
指
し
て

福
井
市
新
栄
商
店
街
で
秋
の
企
画

　
工
学
研
究
科
建
築
建
設
工
学
専
攻
の
原
田
陽

子
准
教
授
の
研
究
室
で
は
、
空
き
店
舗
な
ど
が
多

く
あ
る
新
栄
商
店
街
周
辺
を
対
象
に
、
福
井
市
と

共
同
で
低
未
利
用
地
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
活
用
広
場「
新
栄
テ
ラ
ス
」、

空
き
店
舗
活
用
サ
ロ
ン
「
新
栄
リ
ビ
ン
グ
」
を
期

間
限
定
で
設
け
、
福
井
市
の
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

創
出
の
可
能
性
を
探
る
活
動
で
す
。

　昨年
10
月
23
日
か
ら
11
月
3
日
ま
で
は
「
秋

の
企
画
」
と
し
て
、「
新
栄
テ
ラ
ス
」
を
再
び
開
き
、

10
月
28
日
に
は
、
研
究
室
が
企
画
し
た
「
建
築

家 

出
水
建
大
さ
ん
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
＋
新
栄

を
活
か
す
・
つ
な
ぐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
。

そ
の
中
で
、
商
店
街
の
店
主
の
方
と
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
栄
テ
ラ
ス
を
利
用
し
て
多
く
の
市
民
や

団
体
が
、
や
き
い
も
パ
ー
テ
ィ
、
屋
外
映
画
鑑
賞

会
、
夜
間
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
企
画

を
催
し
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
博
士
前
期
課
程

1
年
の
小
林
泰
隆
さ
ん
は
、「
空
き
店
舗
や
空
き

地
は
、魅
力
的
な
活
用
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
使
い
た
い
と
考
え
る
人
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
活
用
さ
れ
る
と
、
人
の
流
れ
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
を
つ
く
る
き
っ

か
け
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。

新栄リビングで開かれたワークショップ

イベントでにぎわう新栄テラス
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３
月
13
日
か
ら
18
日
の
６
日
間
、
総
合
研
究
棟

Ⅰ
13
階
の
大
会
議
室
で
、
学
内
合
同
企
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　現在
の
学
部
３
年
生
、
修
士
１
年
生
か
ら
、
就

職
活
動
の
解
禁
日
は
、
従
来
の
12
月
か
ら
３
月
に
後

ろ
倒
し
に
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
も
、

効
率
的
に
多
く
の
企
業
に
触
れ
る
機
会
が
持
て
る
よ

う
に
と
、
今
回
か
ら
、
開
催
期
間
を
４
日
か
ら
６
日

に
、
参
加
企
業
数
を
3
2
0
社
か
ら
3
6
0
社
へ

と
増
や
し
て
い
ま
す
。
福
井
大
学
生
を
採
用
し
た
い

企
業
や
官
庁
が
集
ま
る
、
北
陸
最
大
規
模
の
合
同

企
業
説
明
会
で
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
用
下
さ
い
。

幅
広
い
業
種
の
情
報
を
効
率
的
に
収
集
！

学
内
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し
よ
う

昨年の学内合同企業説明会の様子

き
る
、人
を
笑
顔
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
将
来
に
お

い
て
大
切
な
ス
キ
ル
。多
く
の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い

で
す
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。



「
留
学
O
A
S
I
S
」を
活
用
し
て

 

海
外
へ
ト
ビ
タ
テ
！

学
生
生
活
応
援
！

学
務
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

■国際課 0776-27-8404
　留学情報は、福井大学 国際交流・留学HP（http://global.ad.u-fukui.ac.jp/）でも紹介しています。

　
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
学
会
館
1
F
の
一
角
（
国

際
課
前
）に
、
留
学
情
報
を
入
手
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
「
留
学
O
A
S
I
S
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？　

留
学
O
A
S
I
S
に
は
、
目
を
引
く
大
き
な
世

界
地
図
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
留
学
情
報
掲

示
板
、
学
術
交
流
協
定
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
国

別
留
学
情
報
、短
期
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
情
報
、

留
学
の
た
め
の
奨
学
金
情
報
な
ど
、
各
種
の
情
報

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
留
学
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
長
期
的
な
準

備
が
必
要
で
す
。留
学
の
目
的
に
よ
っ
て
、渡
航
先
、

留
学
期
間
、
渡
航
時
期
、
ビ
ザ
の
種
類
、
休
学
の

有
無
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
自
分
に
あ
っ
た

留
学
タ
イ
プ
を
知
る
た
め
に
も
留
学
O
A
S
I
S

で
情
報
収
集
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
国
際
課
で
常
時
受
け
付
け
て
い
る
留
学

個
別
相
談
も
こ
ち
ら
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
留
学

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
ば
か
り
の
方
か
ら
、
渡
航

先
を
決
め
て
い
る
方
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に

あ
っ
た
留
学
が
で
き
る
よ
う
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
資

料
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
留
学
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
国
際
課
に
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
る

海
外
留
学
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
書

類
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
情
報
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど

も
あ
り
ま
す
の
で
、
留
学
O
A
S
I
S
を
活
用
し
、

留
学
し
ま
し
ょ
う
！

今号の特集では、福大生６名の「卒業論文」にス
ポットを当ててご紹介しましたが、いかがでした
か？研究を進める中で、指導してくれる先生や先
輩など、様々な人の温かい協力があったと思いま
す。ひつじ年にちなみ、ウールのように温かい人
間関係を築くというのも、充実した大学生活を送
る上で大切かもしれませんね。

受け取るよりも多く、相手に与えること。
幸福になる唯一の道である。

アルフレッド・アドラー

ＱＲコードもしくはＵＲＬからご応募ください。
応募締め切り：3月13日（金）

［応募方法］

http://www.u-fukui.ac.jp/m/

本冊子の感想を教えてください

ご記入いただいた個人情報は、プレゼントの送付、及びお問い合わせ・
ご意見をいただいた際のご連絡に使用させていただきます。

みなさまからのご応募、お待ちしています！

（実物とは異なる場合があります）

広報誌「ふくだいプレス20号」を読んだ皆さんの感想を教えてくだ
さい。アンケートに回答いただいた方の中から抽選で「マカロンデ
ザインクリップ」を10名様にプレゼント！

ふくだいプレス 第20号
発行日／平成27年1月　発行者／福井大学広報センター
TEL：0776-27-9733  E-mail：sskoho-k@ad.u-fukui.ac.jp

プレゼント

留学情報は、福井大学 国際交流・留学HP（http://global.ad.u-fukui.ac.jp/）でも紹介しています。
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